
社
会
福
祉
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
若
柳
支
所

〒
９
８
９
ｌ
５
５
０
２ 
栗
原
市
若
柳
字
川
南
戸
ノ
西
４
番
地
　
℡
０
２
２
８
ｌ
32
ｌ
３
０
８
３
　
℻
０
２
２
８
ｌ
32
ｌ
３
０
８
３

71

令
和
元
年
5
月
1
日  

発
行

２
月
21
日
（
木
）
、
若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
若
柳
地
区
地
域
福
祉
活
動
推
進

公
開
講
座
を
開
催
し
、
地
区
社
協
関
係
者
を
は
じ
め
約
１
６
０
名
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
１
部
は
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
震
災
復
興
支
援
室
の
北
川
進
氏
を
講
師
に
「
多
発

す
る
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
り
支
え
合
う
地
域
防
災
」
と
題
し
て
、
東
日
本
大
震
災
を
振
り

返
り
な
が
ら
講
話
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

第
２
部
の
公
開
座
談
会
で
は
、
２
名
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
活
動
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

南
二
又
地
区
社
協
の
髙
橋
会
長
は
、「
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
空
振
り
覚

悟
で
、
早
め
の
避
難
が
大
切
で
あ
る
」
と
常
に
地
域
で
呼
び
か
け
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
若
柳
中
学
校
の
鈴
木
教
頭
先
生
か
ら
は
、「
生
徒
た
ち
が
、
積
極
的
に
地
域

住
民
と
の
関
わ
り
の
場
を
作
り
、
地
域
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
生

徒
の
活
躍
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
月
第
１
木
曜
日

は
、
踊
り
仲
間
が
集

ま
る
日
。

３
月
７
日
（
木
）
は
、

朝
か
ら
雨
模
様
で
し

た
が
、
玄
関
先
に
は
、

相
棒
の
手
押
し
車
が

並
び
ま
し
た
。
こ
の

日
は
昔
踊
っ
た
「
大
黒
舞
」
の

唄
を
皆
で
歌
い
な
が
ら
手
踊
り

を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

全
員
が
80
歳
以
上
。
踊
り
は

引
退
し
た
も
の
の
、
月
１
回
の

集
ま
り
は
、
今
も
継
続
し
て
い

ま
す
。

女
性
の
声
が
き
っ
か

け
で
、
初
め
て
企
画
し

ま
し
た
。
趣
味
の
手
芸

品
や
書
道
作
品
、
眠
っ

て
い
た
お
宝
も
出
品
さ

れ
、
他
地
区
か
ら
の
見

学
も
あ
り
ま
し
た
。
暮

ら
し
の
中
に
は
、
お
宝

が
沢
山
。
住
民
の
思
い

と
力
が
一
つ
に
な
っ
て
、

大
成
功
の
展
示
会
で
し

た
。

若
柳
支
部
地
域
支
援
事
業
（
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業
）

共
に
学
ぼ
う  

若
柳
地
区
地
域
福
祉
活
動
推
進
公
開
講
座
を
開
催

新田地区
「“踊りの会”の月1回の
　お茶っこ会が一番の楽しみ」 有賀地区

「ちょい自慢のもの
　 集めてみました展示会」

160人の参加者で会場は
いっぱいになりました

これからに向けての
まとめをしています

「早めの避難が大切」と
呼びかける南二又地区
社協 髙橋会長

生活支援コーディネーターが地域でこんなお宝活動を見つけました！

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
３
月
11

日
を
目
前
に
、
３
月
７
日
（
木
）
、
震
災

移
住
者
サ
ロ
ン
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

震
災
に
よ
り
若
柳
の
住
民
に
仲
間
入

り
し
た
方
々
と
共
に
、
８
年
を
迎
え
て
、

ゆ
っ
く
り
語
り
合
う
時
間
で
し
た
。
あ

っ
と
言
う
間
の
８
年
間
。
こ
の
日
は
、

築
館
に
あ
る
傾
聴
喫
茶
「
カ
フ
ェ
・
デ

・
モ
ン
ク
」
さ
ん
に
お
邪
魔
し
、
様
々

な
想
い
を
こ
め
て
、
御
数
珠
つ
く
り
を

し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
会
は
、
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
の
配
分
金
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
に
も
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

辛く、大変な
ことを体験し
た皆さん。
ゆっくり話を
する中で、笑
顔を見せて下
さいました。　　

内
陸
で
暮
ら
す
私
達
も
、

　
　あ
の
日
を
忘
れ
な
い
た
め
に

震
災
移
住
者
サ
ロ
ン
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（地
域
支
援
事
業
）

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
内

栗
原
市
社
協
若
柳
支
所

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
若
柳
支
所

電
話
：
32-

３
０
８
３

５
月
７
日（
火
）

６
月
４
日（
火
）

５
月
21
日（
火
）

６
月
18
日（
火
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

【
日
　
時
】
５
月
29
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

【
場
　
所
】
若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

平
成
30
年
度
登
録
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
別
途
案
内

を
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
登
録
手
続
き
も
開
始
し
ま
す
。
一
緒
に
活

動
を
し
ま
せ
ん
か
？
継
続
は
も
ち
ろ
ん
、
新
規
登
録
団

体
、
個
人
の
方
も
会
員
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
若
柳
支
所

電
話
：
32-

３
０
８
３

若
柳
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　平
成
31
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
す

むすび丸ピンバッジ『被災地の子どもたちへ絵本を贈ろうプロジェクト』
栗原市共同募金委員会実績　　ご協力いただいた数 ２５７個　　金額 １２８，５００円

皆さまのご協力ありがとうございました。

平成30年度
しあわせな地域づくり

助成団体紹介

対
象
者
の
要
件

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体
及
び
個
人
）

①
市
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

②
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
い
る
こ
と

③
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と

④
会
員
間
の
活
動
で
な
く
、
地
域
に
貢
献

で
き
る
活
動
で
あ
る
こ
と

⑤
参
加
者
か
ら
参
加
費
等
を
徴
収
し
て
い

る
こ
と
（
但
し
、
訪
問
活
動
は
こ
の
限

り
で
な
い
）

⑥
本
会
以
外
よ
り
助
成
金
等
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
（
但
し
、
地
区
社
協
、
自
治

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
等
か

ら
の
助
成
金
等
は
２
万
円
を
上
限
と
し

て
認
め
ま
す
。）

助
成
金
額

　１
団
体
　
年
額
５
万
円
以
内

申
請
締
切

　５
月
31
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

（
栗
原
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

し
あ
わ
せ
な
地
域
づ
く
り
事
業
募
集

〜
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
を
助
成
し
ま
す
〜

若柳押し花の会
施設やお茶

っこ会へ訪問
し、体験会や

押し花教室をしています。

東お茶っこ会 毎月第３日
曜日、定期的

に開催。歌とおしゃべりで楽し
い時間を過ごし、皆で昼食を食
べ夕方まで楽しく過ごす、全て
が手作りのミニデイ活動です。

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております


